
選択科目：   

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

受験番号 

問題番号  

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門  

専門とする事項： 

 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25 字 

１ ． 課 題   

（ １ ） 施 工 プ ロ セ ス の 定 量 化   

オ ー ト メ ー シ ョ ン 化 に は 標 準 条 件 が 前 提 ① と な る 。

し か し 、 建 設 現 場 で の コ ン ク リ ー ト 打 設 は 、 気 温 や 湿

度 ・ 打 設 速 度 な ど 、 現 場 に よ る 依 存 性 が 高 い た め ② 、

標 準 化 が 難 し い 。 そ の た め 、 各 種 条 件 を 定 量 的 に 検 知

③ す る 必 要 が あ る 。 よ っ て 、 品 質 面 の 観 点 か ら ④ 、

施 工 プ ロ セ ス の 定 量 化 か 課 題 ⑤ で あ る 。   

 

① i-Construction2.0 では、標準化できない現場条件をセンシングで把握し、AI で補正しながら自動

化することではありませんか。標準化が難しい → だから課題という論理は、i-Construction2.0 

の方向性とズレていると思います。 

② これだけですと、コンクリート・鋼構造の視点が不足しています。環境条件ではなく、コンクリー

トのスランプ・空気量・温度管理、打込み速度と締固め、養生条件、鋼構造の溶接条件、ボルト締

結のトルク管理なども品質管理につながることを軸にした方がよいでしょう（観点も品質管理で

す）。 

③ これも同じですね。現状の限界や技術的障壁を示したうえで、何を、どの精度で、どのタイミング

で、どの技術で、なぜ現状ではできていないのかといった技術的側面に厚みを持たせましょう。 

④ ②③のとおり、技術的な記述が少ないため、品質の何が問題なのか分かりません。前段でコンクリ

ートの品質変動、鋼材の溶接品質のばらつき、施工誤差の発生、養生不足による強度不足、打設不

良（ジャンカ・空洞）などの品質リスクを明示すべきです。 

⑤ 必須科目Ⅰのレベルで言えばセーフなのですが、選択科目Ⅲでみると技術的深堀が足りていないと

思います。この課題は観点レベルであり、抽象的で技術課題として弱すぎます。コンクリートの品

質変動をリアルタイムに補正、打設・締固め・養生の自動制御に必要なデータを取得、鋼構造の溶

接条件を自動最適化するためのセンシングというレベルまで落とし込みたいところです。 
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（ ２ ） デ ー タ 連 携 の 促 進   

コ ン ク リ ー ト の 品 質 は 製 造 ・ 施 工 ・ 維 持 管 理 の 連 続

し た 工 程 で 形 成 さ れ る 。 し か し 、 品 質 管 理 デ ー タ は 工

程 単 位 で 分 断 管 理 さ れ て い る 。 こ れ よ り 、 デ ー タ 駆 動

型 の オ ー ト メ ー シ ョ ン 化 が 阻 害 さ れ て い る ⑥ 。 そ の た

め 、 デ ー タ を 責 任 証 明 か ら 価 値 創 出 に 転 換 し 、 各 工 程

に お け る デ ー タ の 統 合 管 理 が 必 要 で あ る ⑦ 。 よ っ て 、

情 報 面 の 観 点 か ら 、 デ ー タ 連 携 が 課 題 ⑧ で あ る 。   

 

（ ３ ） 費 用 対 効 果 の 明 確 化   

高 度 な 自 動 化 設 備 や A I 導 入 は 初 期 投 資 が 大 き い ⑨ 。

一 方 、 建 設 現 場 の 工 期 は 、 大 型 プ ロ ジ ェ ク ト を 除 く と

一 般 的 に 工 期 が 短 い ⑩ 。 ま た 、 一 品 生 産 の た め 、 現 場

⑥ 「分断管理 → オートメーション阻害」の因果関係が説明されていないため、なぜ阻害されるのか

が分かりません。データ連携が欠けると、AI・ロボットが“判断材料”を失い、自動化が成立しない 

という仕組みを説明する必要があります。 

⑦ これも説明不足です。データが“証拠”としてしか扱われていないため、AI が学習・予測・制御に使

えず、オートメーション化が進まないという因果関係を説明する必要があります。同様に「統合管

理が必要」の理由も説明されていません。統合管理が必要なのは、自動化には“工程横断のデータ”

が必須だからです。しかしこのパラグラフには、その仕組みが説明されていません。また、必要性

の方が課題より具体的になっています。本来は、必要性→観点→課題と絞り込まれていく展開が理

想です。論理構造が不適切です。 

⑧ すべての課題において、情報は必要です。そうなると、情報面というのは観点として成立するのか

疑義があります。また、データ連携は建設 DX 全般の課題であり、コンクリート・鋼構造に特有の

課題ではありません。技術課題としては、もっと具体化する必要があります。 
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毎 に 施 工 条 件 が 異 な る ⑪ 。 こ れ よ り 、 転 用 性 が 低 く 、

施 工 業 者 の 負 担 が 大 き い ⑫ 。 そ の た め 、 費 用 対 効 果 を

明 確 化 し 資 金 の 回 収 性 を 判 断 し 易 く す る 必 要 が あ る ⑬ 。

よ っ て 、 経 済 性 の 観 点 か ら 費 用 対 効 果 の 明 確 化 が 課 題

⑭ で あ る 。   

 

⑨ 自動化設備は分かりますが、なぜ AI の話をしているのでしょうか。AI がオートメーション化に必

要になる“理由”が説明されていません。 

⑩ 建設現場の工期は、以下のように 工種・規模・構造形式・発注者区分 によって大きく異なりま

す。「工期が短い」は一般化できないと思います（事実として不正確）。さらに、工期の長短は“自

動化設備の投資回収性”と直接結びつかないのではありませんか。工期が短い＝投資回収できないは

論理が飛躍しています。 

⑪ これは原因と結果が逆になっていませんか。つまり、施工条件が異なるから、一品生生産になるの

ではありませんか。 

⑫ これも、何を転用するのか、そもそも一品生産なのに転用する必要があるのか。論理が全く理解で

きません。 

⑬ これは設備投資の話をしているんですよね。それなのに、工期の話や一品生産の話、さらには転用

の話をしており、何の費用対効果なのか分からず読み手は大混乱です。 

⑭ 「何の費用対効果なのか」が不明です。自動化設備、AI、工期、一品生産、転用性など、論点がバ

ラバラに並んでおり、どの費用とどの効果を比較したいのかが全く分かりません。さらに悪いこと

に、コンクリート・鋼構造の専門性が見受けられません。コンクリートで本来触れるべき経済性課

題、自動打設ロボットの初期投資と稼働率、締固め自動化の設備費と品質向上効果、養生自動制御

設備の設置コストと強度発現の安定化、センサー（温度・湿度・スランプ）の導入費と省人化効果

などなど選択科目Ⅲは専門的知見が記述されていないと評価されません。建設部門の一般論を脱す

る必要があります。 
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２ ． 最 も 重 要 な 課 題 と そ の 解 決 策   

（ １ ） 最 も 重 要 な 課 題 ⑮  

施 工 プ ロ セ ス の 定 量 化 を 最 も 重 要 な 課 題 と 考 え 、 以

下 に そ の 解 決 策 を 述 べ る 。 理 由 は 、 定 量 化 の プ ロ セ ス

に お い て 、 条 件 の 個 別 化 ⑯ が 実 施 さ れ る 。 こ れ は 、 他

の 課 題 で も 有 効 活 用 で き る ⑰ た め で あ る 。   

 

（ ２ ） 解 決 策   

１ ） 締 固 め 状 況 の 定 量 化   

打 設 中 の 締 固 め 状 況 を 定 量 的 に 評 価 す る た め 、 セ ン

サ ー を 用 い て 締 固 め エ ネ ル ギ ー を 計 測 す る ⑱ 。 具 体 的

に は 、 振 動 機 や コ ン ク リ ー ト 内 部 に セ ン サ ー を 設 置 す

る 。 振 動 機 か ら は 振 動 数 や 加 速 度 、 コ ン ク リ ー ト へ の

挿 入 時 間 を 取 得 す る 。 コ ン ク リ ー ト 内 部 か ら は 振 動 応

⑮ 「（１）最も重要な課題」「（２）解決策」ともに見出し不要です。スペースがもったいないで

す。この見出しで得点することはできませんので、解決策で具体例を一つでも多く書いた方がよい

でしょう。削除。 

⑯ 課題は「施工プロセスの定量化」ですよ。定量化のプロセスとは似て非なるものです。さらに条件

の個別化は一体何なのでしょうか。もしかしたら、課題にある各種条件の定量化のことを言ってい

るのでしょうか。そうであるなら、定量化（共通化）と個別化（バラバラ化）を同一視しており、

論理的に矛盾しています。 

⑰ なぜですか。何に活用できるのか、どのように活用できるのか、なぜそれが最重要なのか一切分か

りません。飛躍しており、理解できません。課題の説明になっておらず、ただの“感想” に見えま

す。相対評価、他の課題の前提、あるいはオートメーション化に不可欠といった技術的・構造的な

必然性を示す必要があります。 
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答 や 減 衰 特 性 を 取 得 す る 。 こ れ を 組 み 合 わ せ 、 締 固 め

エ ネ ル ギ ー 指 数 を 算 出 す る 。 こ の 指 数 を 標 準 指 数 と 比

較 し 、 締 め 固 め 状 況 を 評 価 す る ⑲ 。 ま た 、 過 振 動 が な

く な り 、 作 業 時 間 が 短 縮 さ れ る 。 こ れ よ り 、 振 動 作 業

短 縮 に よ る 安 全 性 向 上 ⑳ の 波 及 効 果 も あ る 。  ㉑  

 

２ ） コ ン ク リ ー ト 打 設 時  の 充 填 状 況 の 定 量 化   

充 填 状 況 を 定 量 化 す る た め 、 コ ン ク リ ー ト 内 の 電 気

⑱ 課題は 「施工プロセスの定量化」 です。しかし提示された解決策は、“部分工程の定量化” に過ぎ

ません。つまり、施工プロセス全体の定量化であって、締固めというプロセスのみにしか言及され

ておらず課題に対する解決策になっていないです。施工プロセスの定量化とは本来、変動要因の抽

出、センサー配置の最適化、データの標準化、AI によるモデル化、自動制御へのフィードバックな

ど、プロセス全体の体系化を説明すべきでしょう。このミスは、以下の解決策はすべて同じです。

このミスは致命的です。 

⑲ 解決策が「技術の羅列」になっており、なぜそのデータが必要なのか、どのように施工プロセスの

定量化につながるのか、どのように自動化に寄与するのかという因果関係の説明が一切ありませ

ん。これでは、選択科目についての専門知識及び応用能力がある者と評価されません。個別に見て

みると、「締固めエネルギー指数」が何を意味するのか説明されていない、「標準指数」と比較す

ると言っていますが標準指数の定義がないといった点など説明不足です。 

⑳ 過振動がなくなり、作業時間が短縮される→ 安全性向上の波及効果があるという説明をしていま

すが、なぜ過振動がなくなるのか、なぜ作業時間が短縮されるのか、なぜ安全性が向上するのかと

いう因果関係の説明がゼロです。 

⑳ 全体をとおして、コンクリート工学としての専門性が浅いように感じます。締固めの話をしている

のに、スランプ、空気量、温度、粗骨材分布、充填性、打込み速度、型枠拘束、養生条件などな

ど、締固めに影響する本質的な材料・施工条件が一切出てきません。 
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抵 抗 値 を 計 測 す る 。 具 体 的 に は 、 鉄 筋 密 集 部 や 開 口 部

下 な ど に 、 セ ン サ ー を 埋 設 す る 。 打 設 中 に 微 弱 な 交 流

電 流 を 流 し 、 抵 抗 値 を 計 測 す る 。 コ ン ク リ ー ト が 到 達

す る と 、 抵 抗 値 が 急 低 下 す る 。 ま た 、 締 固 め 作 業 の 振

動 に よ り 、 空 隙 が 減 少 す る こ と で さ ら に 抵 抗 値 が 低 下

す る 。 こ の 到 達 時 間 の 差 や 抵 抗 値 の 推 移 に よ り 密 実 化

の 有 無 を 判 断 す る ㉑ 。 ま た 、 コ ン ク リ ー ト 内 部 の 充 填

状 況 が 可 視 化 さ れ る こ と で 、 密 実 な コ ン ク リ ー ト 構 築

に つ な が り 、 耐 久 性 が 向 上 す る 。 そ の た め 、 構 造 物 の

維 持 管 理 頻 度 が 減 り 、 環 境 負 荷 軽 減 の 波 及 効 果 も あ る

㉒ 。  

 

３ ） 強 度 の リ ア リ タ イ ム な 定 量 化   

コ ン ク リ ー ト の 養 生 期 間 中 の 強 度 を 可 視 化 す る た め 、

電 気 抵 抗 と 温 度 か ら 圧 縮 強 度 を 推 定 す る ㉓ 。 具 体 的 に

は 、 部 材 内 に 埋 設 し た セ ン サ ー に よ り 、 電 気 抵 抗 と 温

度 を 連 続 測 定 す る 。 電 気 抵 抗 よ り 硬 化 程 度 を 推 定 す る 。

㉑ 電気抵抗は、水分量、温度、セメントの水和進行など様々な要素で変動するのではないでしょう

か。単純化しすぎており、材料工学的に大丈夫かなという印象を持ちます。また、到達時間は「充

填の早さ」を示すだけであり、密実化（空隙率の低減）とは別概念ではありませんか。重点と密実

を混同しているように見えてしまいます。 

㉒ なぜ密実化すると耐久性が向上するのか、どの耐久性指標（中性化？塩害？凍害？）が改善するの

か、なぜ維持管理頻度が減るのか、なぜ環境負荷が減るのか、もう何も賛同できません。これは、

これもこれまでと同様、因果関係や仕組みが一切説明されていないからです。効果を書くときは必

ず因果関係を節目しないとただの主観です。 
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ま た 、 測 定 温 度 よ り 積 算 温 度 を 算 出 し 水 和 反 応 の 進 行

速 度 を 数 値 化 す る 。 こ れ ら に 材 齢 を 加 え た 指 標 よ り 配

合 別 相 関 式 を 用 い て 圧 縮 強 度 を 推 定 す る ㉔ 。 こ れ よ り 、

実 構 造 物 の 強 度 発 現 を リ ア ル タ イ ム で 把 握 ㉕ す る 。   

 

３ ． 新 た に 生 じ る 懸 念 事 項 と 対 策   

（ １ ） 懸 念 事 項   

上 記 の 定 量 化 に は 、 高 度 な リ モ ー ト セ ン シ ン グ 技 術

が 必 要 と な る ㉔ 。 こ れ ら を 適 切 に 扱 う に は 、 機 器 へ の

投 資 や 使 用 者 の 教 育 訓 練 が 必 要 と な る ㉕ 。 技 術 や 設 備

の 導 入 や 人 材 育 成 に は 相 応 の コ ス ト が か か る た め 、 初

期 コ ス ト の 増 加 が 新 た な リ ス ク ㉖ と な る 。   

（ ２ ） 対 策   

建 設 時 や 維 持 管 理 時 に お け る 品 質 や 施 工 性 の 向 上 、

長 寿 命 化 等 の 実 現 を 勘 案 し 、 構 造 物 の Ｌ Ｃ Ｃ を 考 慮 し

㉓ 施工プロセスの定量化です。施工全体になっていないことは前述の通りですが、この問題に加え、

「定量化」と「可視化」を混同していませんか。推定＝定量化、表示＝可視化であり、両者は全く

別の概念です。さらに問題なのは、「可視化するために推定する」という因果が逆転しています。

目的と手段が逆になっていますね。 

㉔ 「可視化」と言いながら、可視化の方法が一切書かれていません。グラフ化、時系列表示、3D モデ

ルへの反映などが“可視化手法”です。「推定する」だけで終わっており、可視化の説明がありませ

ん。 

㉕ リアルタイム強度推定」が施工管理にどう使われるのか説明されていません。コンクリートなら、

本来書くべきことは、脱型時期の判断、プレストレス導入時期の判断、施工サイクル短縮、品質の

均一化、自動化設備へのフィードバックなどの“活用方法”ではありませんか。 

 



選択科目：   

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

受験番号 

問題番号  

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門  

専門とする事項： 

 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25 字 

た コ ス ト 管 理 を 行 う ㉗ 。 人 材 は 、 資 格 や 研 修 制 度 の 充

実 に よ っ て 、 効 率 的 か つ 計 画 的 な 育 成 を 行 う 。 ㉘  

 以 上  

 

㉔ そもそも、リモートセンシングが必要なら、課題で提案すべきであり、これが必要なら提案した解

決策は不十分と自ら述べているようなものです。 

㉕ これも同じですね。提案した解決策と関係ないですし、新たなリスクではなくもともとあるリスク

（必要性）です。 

㉖ まとめとなっているセンテンスも当然同じです。「懸念事項」は“解決策を実行した結果”であるべ

きなのに、そうなっていないです。 

㉗ これはコストの面にだけ着目しており、提案していた懸念事項、リモートセンシングが必要、投資

が必要といった解決策が示されていません。 

㉘ 懸念事項も対策も、どの材料・どの工程に特有の問題なのかが書かれていません。専門性（コンク

リート・鋼構造）がゼロと言わざるを得ません。 


